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1.  はじめに 

平成 23 年 3 月 11 日に起こった東日本大

震災の人的被害は、現在も地元紙に毎日その

数が掲載されており、平成 29 年 4 月 26 日

現在では全国で 18,446 人（うち行方不明者

2,553 人）、その中の 99.6％が岩手・宮城・

福島 3 県で、58％（10，770 人）が宮城県で

あった。また、子どもの被害についても宮城

県は最多で 430 人（小学生 186 人、中学生

75 人、計 261 人）という記録もある。 
 国立青少年教育振興機構では平成 23 年 7

月～8 月に、福島県の被災後の子どもたちを

対象に、心身の健全育成やリフレッシュを図

るために、「リフレッシュ・キャンプ」を実

施し、参加者を対象に、心身への影響等の実

態を調べるとともに、それらがキャンプに参

加したことでどのように変容したかを調べ、

「リフレッシュ・キャンプへの参加後は、子

どもたちの意欲が向上した」といった結果を

報告した 1)。 

 宮城県に立地する国立花山青少年自然の

家では、平成24年度以降も引き続き、宮城

県沿岸部の被災地域の子どもたちや福島県

の子どもたちを対象とし、野外活動を中心

としたプログラムを提供し、調査を実施し

てきた。震災から5年以上経過した現在もそ

れは継続しており、平成24年度から平成28
年度5年間のデータの蓄積となった。 

震災から5年以上経過した現在、参加者の

学年によっては当時の記憶もほとんどない

という反応もあり、どのような支援をして

いくことが震災を経験した地域に住む子ど

もたちにとって必要なのかを模索してい

る。実際、地域の教育関係者からは、仮設

住宅を出ることができたからといって問題

が解決されたわけではなく、むしろ、親の

気持ちが不安定になって、それが子どもに

も影響を及ぼしているケースがある、とい

った声も聞かれた。また、宮城県名取市に

立地する大学に勤務する教員は、震災後に

乳幼児期を過ごした子どもたちは、外遊び

ができなかったために、その時期に重要な

自然の事物に触れる体験が欠乏しているの

ではないかと懸念していた。そのように、

震災が子どもたちに及ぼす影響は未だに計

り知れず、どのような教育支援がより効果

的であるかを検討することは、5年間を経た

今だからこそ必要であると考えた。さら

に、「災害体験が子どもの発達を促すとい

う積極的な側面」についての研究2)もあるよ

うに、震災の影響を様々な側面で捉えて、

教育支援に活用していく視点は重要であ

る。つまりそのように、震災を経験した地

域に住む子どもたちだからこそ、受けるべ

き教育支援とより効果的な教育支援がある

のではなかろうか。そして、そこに、野外

教育が担う役割、野外教育ができるアプロ

ーチがあるように思われる。 
 したがって本研究では、平成24年度から

平成28年度までの5年間、宮城県沿岸部の被
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災地域の子どもたちを対象とした調査結果

をまとめて分析し、現状を把握すること

で、子どもたちがここから、どのような力

を育んでいったらよいか、そのためにはど

のような教育支援が復興支援として適して

いるのかを検討する一資料となることを目

指す。 
2. 方法 

1) 調査対象及び方法 
①調査対象 

国立花山青少年自然の家において、平成 24
年度～平成 28 年度に「東日本大震災復興支

援事業」として実施したキャンプの参加者を

対象とした。対象人数は以下のとおりであ

る。 
平成 24 年度 103 名、平成 25 年度 194 名、

平成 26 年度 214 名、平成 27 年度 126 名、 
平成 28 年度 127 名 
②調査内容 

調査項目は平成 23 年度に報告があった

「リフレッシュ・キャンプ参加者アンケート

調査報告書」に示されていた身体や心の状態

の変容に関する調査項目全 15 項目を用い

た。 

③調査方法 
質問紙を用いた事前事後調査（プログラム

が始まる前を事前、プログラム終了時を事後

として調査を実施、その場で回収） 
3. 結果および考察 

図表に示したように、各年度の結果を見る

と、平成 24 年度には、「いろいろなことに

やる気がある」といった「無気力」について

キャンプ後に改善した。平成 25 年度には、

「誰とも話したくない」といった「うつ反

応」、「むしゃくしゃしてすぐかっとする」

といった「精神的混乱」についてキャンプ後

に改善した。平成 26 年度には、「無気力」、

「うつ反応」、「精神的混乱」、「心配でイ

ライラして落ち着かない」といった「不安反

応」についてキャンプ後に改善した。平成 27
年度にも平成 26 年度同様の結果がみられ

た。しかし、平成 28 年度には、事前事後に

「無気力」、「愛他性」、「うつ反応」、「精

神的混乱」、「不安反応」いずれにも変化が

みられなかった。なお、平成 28 年度には事

業評価を目的とした調査も行っているが、

「自分の気持ちだけでなく、場面を考えて行

動している」、「初めて会った人も、すぐに

友達になる」といった項目はキャンプ後に得

点が向上し、そちらについては意識の変容が

みられた。 
以上のことから、現在震災を経験した地域

に住む子どもたちにとって、心と体の状態に

ついて追究する意義が薄れてきたのではな

いかと捉えられる。それを受けて、今後どこ

に焦点を当てていくかを検討し、野外教育の

役割を検証しながら実践と研究を進める。 
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